
営業倉庫として現在活躍中
の、スタンダードなハイブ
リッドフレックスハウス。

コストを抑えた、ハーフハ
イブリッドもラインナップ
に加わりました。

大型クレーンの設置により、
作業効率がアップ。

製品管理・作業環境をサポート
高品質で堅牢な営業倉庫『ハイブリッドフレックス』

建築事業統括本部

市街化調整区域でもご相談ください
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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【フードデリバリーの自転車に注意】…３面／
食の新旧街道を行く【「鯖街道お膝元の味⑫」福井県敦賀の鯖のパスタ】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

45
（±0）

24
（+4）

11
（−4）

2
（+1）

82
（+1）

交通事故死者数（人）

5月31日現在 7月13日現在

996
（−159）

1,288
（−164）

全国の死亡
事故件数

973
（−161）

令和３年５月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年３月 104.19 95.48 103.81
令和３年４月 105.14 95.64 104.33
令和３年５月 107.49 97.29 106.38

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

　

議
事
で
は
︑
坂
本
会
長
に

よ
る
あ
い
さ
つ（
詳
細
２
面
）

の
後
︑
議
事
と
し
て
︑
①
副

会
長
の
選
定
︑
②
会
員
の
入

退
会
︑
③
定
款
第
27
条
に
基

づ
く
業
務
報
告
︱
︱
が
審
議

さ
れ
︑
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
︒

　

副
会
長
候
補
者
の
選
定
で

は
︑
同
日
に
開
催
さ
れ
た
第

３
回
役
員
選
考
委
員
会
に
お

い
て
決
定
し
た
推
薦
案
を
小

丸
成
洋
役
員
選
考
委
員
長
が

説
明
︒
６
月
24
日
の
第
１
９

１
回
理
事
会
に
お
い
て
新
た

に
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
中

川
才
助
氏
（
大
阪
府
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
に
加
え
︑
会

長
指
名
の
副
会
長
と
し
て
田

中
亨
氏
（
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
）︑
楠
木
寿
嗣
氏

（
香
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）︑
馬
渡
雅
敏
氏
（
佐
賀

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑

吉
田
修
一
氏
（
神
奈
川
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑
山
口

嘉
彦
氏
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
）︑
吉
野
雅
山
氏

（
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理

事
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組

合
連
合
会
会
長
）
が
選
任
さ

れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
坂
本

会
長
３
期
目
の
役
員
人
事
が

出
揃
っ
た
（
詳
細
別
掲
）︒

　

な
お
︑
坂
本
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
︑
こ
の
７
月
の

国
土
交
通
省
の
人
事
異
動
に

よ
り
新
た
に
着
任
し
た
日
野

祥
英
自
動
車
局
貨
物
課
長
と

沓
掛
敏
夫
道
路
局
高
速
道
路

課
長
が
着
任
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
（
詳
細
２
面
）︒

坂
さかもと

本　克
かつみ

己
  大阪運輸倉庫㈱会長

庄
しょうじ

子　清
せいいち

一
㈱庄子運送会長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

田
た な か

中　亨
すすむ

㈱滋賀ユニック社長

吉
よ し の

野　雅
まさたか

山
吉正運輸倉庫㈱会長

楠
くすのき

木　寿
と し じ

嗣
瀬戸内陸運㈱社長

中
なかかわ

川　才
さいすけ

助
中川運送㈱会長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

眞
ま な べ

鍋　博
ひろとし

俊
㈱博運社会長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

 会 長 

 副 会 長 

桝
ま す の

野　龍
りゅうじ

二

理 事 長

山
やまざき

崎　 薫
かおる

常務理事

松
まつざき

崎　宏
ひろのり

則

常務理事

藤
ふじわら

原　利
と し お

雄

常務理事

新執行部一覧

工
く ど う

藤　修
しゅうじ

二
㈱トッキュウ会長

浅
あ さ い

井　隆
たかし

㈱浅井社長

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一
由良陸運㈱社長

山
やまぐち

口　嘉
よしひこ

彦
㈱エスラインギフ会長

吉
よ し だ

田　修
しゅういち

一
㈱相模運輸社長

秋
あ き た

田　進
すすむ

日本通運㈱副社長

　
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
第
98
回
通
常
総
会

お
よ
び
第
１
９
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
再
任
さ
れ
た
坂
本
克

己
会
長
。
ま
た
、
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
２
２
回
常
任
理
事
会

・
第
１
９
２
回
理
事
会
合
同
会
議
で
は
役
員
人
事
が
決
定
し
、
坂
本
会

長
の
３
期
目
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。

　
坂
本
会
長
は
平
成
29
年
に
全
ト
協
会
長
に
就
任
以
来
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
力
強
く
け
ん
引
。
令
和
２
年
４
月
の
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
基
づ
く
「
標
準
的
な
運
賃
」
告
示
な
ど
、
業
界
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
数
多
く
の
貢
献
を
遂
げ
て
き
た
。

　
３
期
目
を
迎
え
た
坂
本
会
長
は
、「
本
日
、
全
ト
協
の
新
体
制
が
誕

生
し
た
。
業
界
の
『
適
正
化
』
と
『
活
性
化
』
を
両
軸
に
、
新
体
制
の

皆
様
の
お
力
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
業
界
の
さ
ら
な
る
健
全
化
を
目
指
し

て
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
、
力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担務を次の通り
決定した。

（敬称略）

常任委員会等
委員会名 委員長 担当役員

総務委員会 小林　和男 山　崎

環境対策委員会 眞鍋　博俊 藤　原

物流政策委員会 馬渡　雅敏 松　崎

広報委員会 田中　　亨 山　崎

税制委員会 浅井　　隆 松　崎

交通対策委員会 工藤　修二 藤　原

道路委員会 寺岡　洋一 松　崎

労働安全・衛生委員会 楠木　寿嗣 藤　原

経営改善・情報化委員会 庄子　清一 藤　原

物流ネットワーク委員会 秋田　　進 山　崎

適正化事業委員会 中川　才助 藤　原

施設事業委員会 吉田　修一 山　崎

次世代新技術対応小委員会 山口　嘉彦 藤　原

会長付青年部会・女性部会
担当（事業活性化推進担当） 吉野　雅山 藤　原

役員選考委員会 小丸　成洋 山　崎

＜政治連盟＞

全日本トラック事業政治連盟 桝野　龍二
（会長代理）

全ト協副会長の担務一覧

坂本克己全日本トラック協会会長

坂
本
会
長
３
期
目
の
組
閣
人
事
決
定

第
２
２
２
回
常
任
理
事
会
・
第
１
９
２
回
理
事
会
合
同
会
議

第
２
２
２
回
常
任
理
事
会
・
第
１
９
２
回
理
事
会
合
同
会
議

「適正化」と「活性化」の両軸を前面に !!「適正化」と「活性化」の両軸を前面に !!
全
ト
協

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

7月15日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～合図編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 �右左折時や進路変更時には合図が必要だが、徐行や停止をするときには
合図は必要ない。 （ ○・× ）

❷	 �同一方向に進行しながら進路変更をするときは、進路変更する地点の３
秒前で合図を出さなければならない。（ ○・× ）

❸	 �交差点を右折するときの合図は、右折しようとする交差点の手前の側端
から10メートル手前の地点に達したときに行う。（ ○・× ）

❹	 �バス停で路線バスが発進の合図を出したときは、後方の車は急ブレーキ
等で回避しなければならない場合を除いて、バスの発進を妨げてはなら
ない。          （ ○・× ）

❺	 �環状交差点を出るときは、合図し、かつ、その行為が終わるまで合図を
継続しなければならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）�

（
１
面
に
関
連
）

２
０
２
１
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
申
請
受

付
を
開
始

７
月
20
日
㈫
~
８
月
２
日
㈪

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

﹁
２
０
２
１
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安

心
マ
ー
ク
）﹂の
認
定
受
付
を
︑

７
月
20
日
㈫
~
８
月
２
日
㈪

の
期
間
︑
郵
送
で
受
け
付
け

る
︒

　

同
制
度
は
︑
引
越
ニ
ー
ズ

が
年
々
多
様
化
・
高
度
化
し

て
い
る
中
で
︑
サ
ー
ビ
ス
品

質
に
よ
り
引
越
運
送
事
業
者

が
選
択
さ
れ
る
環
境
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
全
ト

協
が
創
設
し
た
も
の
︒
２
０

１
４
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
︑

２
０
２
１
年
５
月
現
在
３
５
３

事
業
者（
１
７
３
０
事
業
所
）

が
﹁
引
越
優
良
事
業
者
﹂
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

令
和
３
年
度
事
業
計
画
案

を
承
認

第
51
回
引
越
部
会

　

７
月
７
日
︑
第
51
回
引
越

部
会
（
松
橋
謙
一
部
会
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
２
年

度
事
業
報
告
（
案
）︑
②
３

年
度
事
業
計
画（
案
）︑③﹁
令

和
４
年
引
越
繁
忙
期
対
策
実

施
事
項
﹂︑
④
引
越
基
本
講

習
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
化
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒
続

い
て
︑
輸
送
相
談
件
数
や
３

年
度
引
越
講
習
開
催
予
定
︑

３
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
の
申
請
等
に
関
す
る

報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
︑
ピ
ー
プ
ラ
ス
物

流
㈱
（
愛
知
）
の
石
川
喬
之

代
表
取
締
役
を
新
副
部
会
長

に
選
任
︒
３
年
度
事
業
計
画

で
は
︑﹁
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
の
事
業
者
へ
の
普

及
と
消
費
者
認
知
度
の
向

上
﹂
を
筆
頭
に
︑
７
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
物
流
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
森
田
富
士
夫
氏

が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
た
め
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

高
校
生
向
け
「
物
流
に　

関
す
る
単
位
取
得
授
業
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
中
川
才
助
会
長
）
で
は
︑

地
域
の
高
等
学
校
の
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
﹁
物

流
に
関
す
る
授
業
﹂
を
令
和

３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
︒ 　

６
月
25
日
と
７
月
13
日
は

単
位
制
の
学
生
向
け
に
︑
学

校
法
人
早
稲
田
大
阪
学
園
向

陽
台
高
等
学
校
（
大
阪
府
茨

木
市
）
に
お
い
て
︑
物
流
の

授
業
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
７

月
２
日
に
は
登
校
型
の
学
生

向
け
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時

間
で
物
流
に
関
す
る
特
別
授

業
を
実
施
し
た
︒

　

授
業
で
は
︑
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
の
視

聴
や
講
義
を
通
じ
て
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
や
︑

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
社
会
的
使
命
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
延
長
に
伴
い
、
食
堂
施
設

の
運
営
時
間
短
縮
を
継
続

大
宮
・
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
宮
︑
大
阪
の
各
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
食

堂
施
設
の
運
営
時
間
短
縮
を
８
月

22
日
㈰
ま
で
継
続
す
る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
運
営
時
間
の
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

国土交通省
沓掛　敏夫

道路局高速道路課長

日
野　

祥
英　

国
土
交
通
省

自
動
車
局
貨
物
課
長

　

７
月
１
日
付
で
貨
物
課
長

に
着
任
し
ま
し
た
︒
前
職
は

内
閣
府
の
カ
ジ
ノ
管
理
委
員

会
で
︑
カ
ジ
ノ
規
制
や
カ
ジ

ノ
に
関
す
る
企
画
立
案
等
を

行
っ
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
と
は
全
く
関
係
の
な
い
世

界
に
お
り
ま
し
た
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
そ
れ
よ
り
も
前
に

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

皆
様
と
お
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
時
代
も
あ
り

ま
す
︒
直
近
で
は
10
年
ほ
ど

前
︑
安
全
政
策
課
で
点
呼
時

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
義
務

化
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
︒

　

久
し
ぶ
り
に
ト
ラ
ッ
ク
関

係
の
業
務
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
た
の
を
機
に
︑
業
界

の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て

ま
た
一
か
ら
勉
強
す
る
つ
も

り
で
お
り
ま
す
︒
業
界
の
皆

様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

頂
戴
し
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
発
展
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

沓
掛　

敏
夫　

国
土
交
通
省

道
路
局
高
速
道
路
課
長

　

７
月
１
日
付
で
高
速
道
路

課
長
に
着
任
し
ま
し
た
︒
前

職
は
九
州
地
方
整
備
局
で
道

路
部
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
︒

　

高
速
道
路
課
で
お
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
４
度

目
で
あ
り
︑
こ
れ
ま
で
も
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
と

接
す
る
機
会
が
数
多
く
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

　

東
京
で
は
︑
４
度
目
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒
こ

の
よ
う
な
中
で
は
︑﹁
人
は

動
か
な
い
け
れ
ど
も
︑
モ
ノ

は
動
い
て
い
る
﹂
と
い
う
状

況
に
な
り
ま
す
︒
物
流
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
皆
様
と
︑
道

路
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
皆
様
を

応
援
し
て
い
る
私
ど
も
と
︑

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
連

携
し
︑
日
本
経
済
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
８
月
10
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
７
月
２

日
︑
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大

臣
と
武
田
良
太
総
務
大
臣
へ

の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
︒

　

ま
た
︑
中
村
格
警
察
庁
次

長
︑
秡
川
直
也
国
土
交
通
省

自
動
車
局
長
︑
同
１
日
付
で

就
任
し
た
村
山
一
弥
国
交
省

道
路
局
長
を
訪
問
し
た
︒

　

な
お
︑
同
訪
問
は
︑
坂
本

会
長
の
主
導
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
︑
当
日
は
︑
清
水

一
郎
日
本
バ
ス
協
会
会
長
と

川
鍋
一
朗
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
会
長
も
坂

本
会
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
同
席
し
た
︒

　

は
じ
め
に
︑
こ
こ
数
日
来

の
大
雨
に
よ
り
︑
静
岡
県
熱

海
市
で
大
規
模
な
土
石
流
が

発
生
し
た
ほ
か
︑
山
陰
地
方

や
広
島
県
な
ど
で
も
水
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
︒
こ
れ

ら
の
災
害
に
よ
り
命
を
落
と

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
哀
悼

の
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
︑
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

一
方
︑
千
葉
県
八
街
市
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
児
童

死
傷
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
︒
一
部
の
報
道
機
関
に
お

い
て
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
対

す
る
偏
っ
た
報
道
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
報
道
機
関

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
し
て
︑コ
ロ
ナ
後
に
は
︑

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で

あ
る
私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
時
代
が
や
っ
て
く
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
︒

我
が
国
の
物
流
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
中
で
︑
全
ト
協
と
い
た
し

ま
し
て
も
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）︑
ま
た
電
気
自

動
車
な
ど
と
い
っ
た
技
術
開

発
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の

組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
真
面
目
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
中
小
会

員
事
業
者
の
皆
様
方
に
対
し

て
︑
経
営
の
一
助
と
な
る
よ

う
な
組
織
も
立
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
︒

　

こ
う
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
と
っ
て
﹁
活

性
化
﹂
に
繋
が
る
施
策
が
進

む
一
方
で
︑
正
直
者
が
馬
鹿

を
見
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

業
界
の
﹁
適
正
化
﹂
も
極
め

て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
︒

　

業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
は
︑﹁
適
正
化
﹂と﹁
活

性
化
﹂
が
必
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
︒
業
界
の
﹁
適
正

化
﹂
と
﹁
活
性
化
﹂
を
両
軸

に
︑
本
日
誕
生
し
た
新
体
制

の
皆
様
の
お
力
も
頂
戴
し
な

が
ら
︑
業
界
の
さ
ら
な
る
健

全
化
を
目
指
し
て
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

に
対
し
て
抗
議
を
行
い
ま
し

た
︒
言
う
ま
で
も
な
く
︑
点

呼
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
は
運
送
事
業
者
の
責

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
会

員
事
業
者
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
︑
日
々
の
運
行

管
理
の
中
で
の
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
適
切
な
実
施
に
つ

い
て
︑
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
︒

　

昨
年
以
降
︑
世
界
的
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
︑
い
つ
か
収
ま
る
時

が
や
っ
て
き
ま
す
︒
コ
ロ
ナ
禍

が
見
事
収
束
し
た
暁
に
は
︑

国
を
挙
げ
て
社
会
経
済
の
復

旧
・
活
性
化
を
推
し
進
め
て

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）�

（
１
面
に
関
連
）

運
送
会
社
の
人
事
担
当
者
が

講
師
と
な
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
魅
力
や
仕
事
の
や

り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
た
︒

　

な
お
︑
８
月
に
は
︑
同
校

生
徒
（
希
望
者
の
み
）
に
よ

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
（
１

~
３
日
間
）
へ
の
参
加
も
予

定
さ
れ
て
い
る
︒

運送会社人事担当者の話に耳を傾ける向陽台
高校の学生たち

武田良太総務大臣

秡川直也国交省自動車局長

村山一弥国交省道路局長

赤羽一嘉国土交通大臣

中村格警察庁次長

第51回引越部会（7月7日、全ト協）

国土交通省
日野　祥英

自動車局貨物課長

「自動車運送事業における
交通事故削減に向けた実態調査」

　Webアンケートへのご協力をお願いします

　国土交通省では、行政・事業者・利用者の「安全ト
ライアングル」により、総力を挙げて事故の削減に取り
組むために、「事業用自動車総合安全プラン 2025」（プ
ラン 2025）を策定しました。
　プラン 2025 においては、今後重点的に取り組むべき
課題として、飲酒運転対策、ICT（情報通信技術）の
活用による運行管理の高度化などの施策を織り込んでい
ます。
　国交省では、これらの対策を検討するにあたり、自動
車運送事業者・運行管理者を対象とした実態調査アン
ケートを実施します。

A　事業者向けアンケート� B　運行管理者向けアンケート

　なお、回答は 7 月30 日㈮までにお願いいたします。

※�回答いただいた内容は、上記目的以外には使用しま
せん。また、回答内容を監査の端緒等にすることは
ありません。

国交省

坂
本
会
長
が
赤
羽
国
交
大
臣
、
武
田
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

坂
本
会
長
が
赤
羽
国
交
大
臣
、
武
田
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

警
察
庁
、
国
交
省
幹
部
に
も

警
察
庁
、
国
交
省
幹
部
に
も
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
（
飲
食
宅

配
）
が
増
え
︑
営
業
地
域
も
拡
大

し
て
い
る
︒
担
い
手
は
ギ
グ
ワ
ー

カ
ー
や
オ
ン
コ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
で
︑
業
務
委
託

契
約
で
行
っ
て
い
る
︒
原
動
機
付

自
転
車
や
自
動
二
輪
車
の
人
も
い

る
が
︑
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
が
多
い
︒
こ
の
自
転
車
が
交
通

ル
ー
ル
を
無
視
し
た
危
険
走
行
で

歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
事
故
防
止
の

精
神
的
負
担
を
大
き
く
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合

連
合
会
（
運
輸
労
連
）
が
昨
年

11
月
に
﹁
自
転
車
お
よ
び
中
食
デ

リ
バ
リ
ー
の
危
険
走
行
に
関
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
を
行

い
︑
９
１
４
８
人
か
ら
回
答
を
得

た
︒
調
査
に
よ
る
と
︑
二
輪
車
等

の
走
行
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
︑
運
転

中
に
二
輪
車
等
が
﹁
危
な
い
な
﹂

と
感
じ
る
こ
と
が
﹁
よ

く
あ
る
﹂
53
％
︑﹁
た

ま
に
あ
る
﹂
42
％
で
︑

95
％
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

危
険
を
感
じ
て
い
る
︒

危
険
を
感
じ
る
行
為
で

は
︑﹁
す
り
抜
け
﹂︑﹁
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
な

が
ら
走
行
﹂︑﹁
イ
ヤ
ホ

ン
等
で
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
の
走
行
﹂︑﹁
周
囲
を
気
に

し
て
い
な
い
﹂︑﹁
影
・
死
角
か

ら
の
飛
び
出
し
﹂
な
ど
の
回
答

が
多
か
っ
た
︒

　

警
察
庁
に
よ
る
と
︑
令
和
２

年
中
の
自
転
車
関
連
事
故
の
全

体
件
数
は
前
年
比
５
・
９
％
減

の
約
６
万
８
０
０

０
件
だ
が
︑
業

務
運
転
中
の
事

故
は
３
・
６
％

増
の
１
２
８
１
件

に
な
っ
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑
飲
食

宅
配
の
増
加
と

関
連
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か

だ
ろ
う
︒

　

自
転
車
と
歩

行
者
を
分
離
し

た
道
路
と
し
て

は
︑
自
転
車
専

用
道
路
︑
自
転

車
道
︑
自
転
車

専
用
通
行
帯
︑

車
道
混
在
の
４
つ
が
あ
る
︒
国

土
交
通
省
に
よ
る
と
︑
２
年
３

月
末
の
自
転
車
通
行
空
間
の
整

備
延
長
は
２
９
３
０
㌔
㍍
で
︑

う
ち
車
道
混
在
の
割
合
が
約
７

割
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
警
察
庁
に
よ
る
と
︑

車
道
混
在
の
通
行
道
路
に
設
置
さ

れ
て
い
る
矢
羽
根
路
面
標
示
等
は

自
転
車
の
通
行
位
置
を
示
し
︑
自

動
車
に
は
自
転
車
が
車
道
内
で
混

在
す
る
こ
と
を
注
意
喚
起
す
る
た

め
の
も
の
︒
普
通
自
転
車
専
用
通

行
帯
は
︑
普
通
自
転
車
が
通
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
専
用
通
行
帯

を
指
定
す
る
も
の
で
︑
普
通
自
転

車
を
含
む
軽
車
両
以
外
の
車
両
は

通
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い

る
︒こ
の
自
転
車
専
用
通
行
帯
は
︑

原
則
的
に
一
番
左
側
の
通
行
帯
を

指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
︑
車
両
が
左
折
す
る
時
の
ル
ー

ル
や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
︑
各

事
業
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
教

育
を
行
う
中
で
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
︒

　

飲
食
宅
配
の
自
転
車
の
事
故
を

減
ら
す
に
は
︑
①
飲
食
宅
配
会
社

の
責
任
（
契
約
内
容
の
見
直
し
︑

安
全
教
育
や
事
故
に
対
す
る
補
償

な
ど
）︑
②
自
転
車
な
ど
で
飲
食

宅
配
を
す
る
人
た
ち
や
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
走
行
者
に
対
す
る
交
通

ル
ー
ル
の
徹
底
（
交
通
違
反
に
対

す
る
罰
則
な
ど
）︑
③
自
転
車
専

用
道
路
の
設
置
な
ど
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
︑
そ
の
他
が
必
要
だ
︒

同
時
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
安
全
教
育
も
欠
か
せ
な
い
︒

第
282
回

フードデリバリーの自転車に注意

　
　
　
　

︻
解
説
︼
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し

法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
時
間
外
労

働
を
さ
せ
る
た
め
の
手
続
と
し
て
︑

労
働
基
準
法
第
36
条
第
１
項
は
︑
事

業
場
に
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す

る
労
働
組
合
（
過
半
数
労
働
組
合
）

が
あ
る
場
合
は
そ
の
労
働
組
合
︑
そ

　

36
協
定
の
締
結
を
自
動
更
新

と
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的

な
方
法
な
ど
も
お
教
え
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
手
続
を
郵
送
で

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。  第230回 

協定の自動更新と郵
送による手続可能か

の
よ
う
な
労
働
組
合
が
な
い
場
合
は

労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

（
過
半
数
代
表
者
）
と
書
面
に
よ
る

労
使
協
定
（
い
わ
ゆ
る
36
協
定
）
を

結
び
︑
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
長

に
届
け
出
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

協
定
の
届
出
は
︑
労
働
基
準
法
施

行
規
則
（
労
基
則
）
第
16
条
に
よ
り

届
出
様
式
第
９
号
等
を
用
い
て
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
基
本
的
に
︑

協
定
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
︑
そ
の
つ
ど
︑
協
定
の
締
結
・
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
︑
協
定
内

容
に
労
使
双
方
と
も
異
議
が
な
い
場

合
に
は
自
動
的
に
延
長
す
る
旨
の
自

動
更
新
規
定
を
盛
り
込
ん
で
お
け
ば
︑

ご
質
問
の
自
動
更
新
も
可
能
で
す
︒

た
だ
し
︑
こ
の
場
合
で
も
手
続
と
し

て
の
届
出
自
体
は
必
要
で
す
︒
36
協

定
の
手
続
を
定
め
た
労
基
則
第
16
条

第
３
項
で
は
︑﹁
法
第
36
条
第
１
項

の
協
定
︹
中
略
︺
を
更
新
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
︑
使
用
者
は
︑
そ
の
旨

の
協
定
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長

に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
前
２

項
の
届
出
︹
様
式
第
９
号
等
︺
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
︒

　

こ
の
点
に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働
省

の
行
政
解
釈
は
﹁
本
条
︹
労
基
則
第

16
条
︺
第
３
項
は
︑
協
定
を
更
新
す

る
場
合
に
お
け
る
届
出
の
手
続
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
が
︑
協
定
の
有
効

期
間
に
つ
い
て
自
動
更
新
の
定
め
が

な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
︑

本
条
第
３
項
の
届
出
は
︑
当
該
協
定

の
更
新
に
つ
い
て
労
使
両
当
事
者
の

い
ず
れ
か
ら
も
異
議
の
申
出
が
な
か

っ
た
事
実
を
証
す
る
書
面
を
届
け
出

る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
﹂（
昭
和
29

年
６
月
︑
基
発
第
３
５
５
号
等
）
と

し
て
い
ま
す
︒
要
す
る
に
︑
双
方
異

議
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

面
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
が
︑
様

式
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
︒
し
た
が
っ
て
︑
労
使
双
方

と
も
異
議
な
く
協
定
を
自
動
更
新
し

た
旨
の
文
書
を
任
意
様
式
に
て
作
成

し
︑
届
け
出
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
︒

　

ま
た
︑
自
動
更
新
の
書
面
を
郵
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
︑
労
基
則
第
16
条
が
届
出
の

方
法
ま
で
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
当
然
︑

36
協
定
そ
の
も
の
の
届
出
を
含
め
︑

窓
口
で
の
提
出
の
ほ
か
郵
送
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
︒
む
し
ろ
最
近
で
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
郵
送
が
奨
励
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

こ
れ
ら
郵
送
に
よ
る
場
合
は
︑
届

出
内
容
等
に
問
題
が
な
け
れ
ば
労
基

署
に
到
達
し
た
日
を
も
っ
て
受
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
な
お
︑
事

業
場
の
控
え
が
必
要
な
場
合
は
︑
①

原
本
の
ほ
か
に
︑
②
事
業
場
の
控
え

と
︑
③
切
手
を
貼
付
し
︑
宛
先
を
記

載
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
︒

Ａ�

双
方
異
議
な
し
の
証
明
書

面
の
届
出
が
必
要
に

交通弱者にやさしい運転を！
〔第107回〕

　先月、千葉県内の路上で小学生の列に自家用トラックが突っ
込み、児童５人が死傷する痛ましい事故が発生しました。車体
の大きいトラックは、ちょっとした接触でも重大な人身事故に
繋がるおそれがあります。この事故を他山の石として、改めて
交通弱者にやさしい運転を徹底しましょう。

●千葉県で発生した事故の概要

Ａさん「Ｂさん、先日千葉県で発生した事故についてはもう
知っているよね」

Ｂさん「うん。小学生が歩いているところにトラックが突っ込
んで、５人が死傷した事故だよね。加害者がトラックと
いう報道を聞いて、僕たちの同業者がまさか、と思っ
たけど、自家用トラックだったんだよね」

Ａさん「そう。僕たち事業用トラックは運行管理者のもと法律
に則って様々な事故防止対策がなされている。今回事
故を起こしたドライバーの会社がどんな指導を行って
いたかは分からないけれども、子どもが巻き込まれる
事故は、僕たちプロドライバーにとっても他人事じゃ
ないので、もう一度、交通弱者保護の運転を徹底しな
いといけないね」

Ｂさん「本当にそう思うよ」

●歩行者等、交通弱者の保護の徹底

Ａさん「今回の事故は、ガードレールがない道路での事故だっ
たけれども、Ｂさんはそんな道路を走行する時は、ど
んなことに気をつけているの」

Ｂさん「そうだな。歩行者や自転車がいる時は、まず、歩行者
や自転車を見つけた時にスピードダウン。そして歩行
者や自転車の側方を通過する時は、安全な側方間隔を
とるようにしているよ。もし、判断に迷う時は徐行して
いるよ。トラックにとってはちょっとの接触でも、歩行
者や自転車にとっては被害は大きいからね。Ａさん
は？」

Ａさん「Ｂさんとほぼ同じだよ。少し付け加えると、歩行者や
自転車が急によろけたり、ふらついたりすることもあ
るので、そんな場合でも事故にならないよう、１メート
ル以上の側方間隔をとるよう心がけているよ」

Ｂさん「なるほど。僕もこれからはもっと意識するようにして
みるよ」

●生活道路では、より注意深い運転をしよう

Ａさん「今回の事故は、小学生が通行する通学路だったけれど
も、Ｂさんは学校周辺などのいわゆる生活道路を走行
する時はどんなことに注意しているのかな」

Ｂさん「まず、必要がなければ通らないようにしているよ。生
活道路は道路が狭く、一時停止や見通しの悪い交差
点も多い。だから、生活道路を走行すると出会い頭事
故の危険が大きくなる。特に『歩行者や自転車はいな
いだろう』と漫然と運転していると、一時停止を見逃
したり、見通しの悪い交差点で安全確認が疎かになっ
て事故の危険性が高くなる。だから、生活道路を走行
しなきゃいけない時は、常に危険予測して『かもしれ
ない運転』に徹しているよ。そして、歩行者がいる時
は、一時停止したりして歩行者優先の運転をしている
よ。ほかには、他のドライバーにも声をかけて、走行し
ているルートで危険なところはないかなど情報交換を

して、ルートの危険をアップデートしている」
Ａさん「あと、生活道路からは少し離れるけど、歩行者・自転車

の弱者保護という点では、道路交通法第17条第２項
で定められているとおり、『歩道や路側帯を横切る際
には歩道等の手前で一時停止をする』ことと、『歩行
者の通行を妨げないようにする』ことを徹底したい
ね」

Ｂさん「そうだね。あと、今回の事故は飲酒もあったみたいだ
ね。今回の事故は僕たちプロドライバーの飲酒事故で
はないけど、いまだにプロドライバーの飲酒運転事故
は発生している。改めてみんなで飲酒運転根絶を徹底
しないとね」

Ａさん「『他人のふり見て我がふり直せ』じゃないけれど、今回
の事故から学ぶところは学んで、みんなのお手本とな
るプロドライバーを目指そう」

特
例
措
置
を
９
月
末
ま

で
継
続
へ

雇
調
金
特
例
措
置
等

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
８

日
︑
９
月
以
降
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
等
に
関

す
る
方
針
を
発
表
し
た
︒

　

雇
用
調
整
助
成
金
・
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
支
援
金
・
給
付
金
は
︑

５
月
以
降
原
則
的
な
措
置
を

縮
減
︒
一
方
︑
感
染
が
拡
大

し
て
い
る
地
域
・
特
に
業
況

が
厳
し
い
企
業
に
つ
い
て
は
︑

５
月
以
降
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
き
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
特
例
措
置
の
延
長
を
要
望

し
て
き
た
が
︑
緊
急
事
態
措

置
区
域
と
し
て
東
京
都
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
︑
ま
た
埼
玉

県
︑
千
葉
県
︑
神
奈
川
県
︑

大
阪
府
で
は
﹁
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
﹂
を
実
施
す
べ

き
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
︑
現
在
の
助
成
内

容
が
９
月
末
ま
で
継
続
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
６
月
28

日
︑令
和
３
年
度
第
１
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
検
討
会
﹂（
座

長
・
寺
田
一
薫
東
京
海
洋
大

学
大
学
院
流
通
情
報
工
学
部

門
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
今
年
３
月

に
同
検
討
会
を
新
た
に
立
ち

上
げ
︑
遠
隔
点
呼
（
Ｉ
Ｔ
点

呼
）
の
対
象
拡
大
に
向
け
た

機
器
の
性
能
要
件
や
︑
自
動

点
呼
の
導
入
に
向
け
た
点
呼

支
援
機
器
の
認
定
制
度
等
︑

運
行
管
理
の
高
度
化
に
向
け

た
制
度
に
関
す
る
検
討
を
進

め
て
い
る
︒

　

同
検
討
会
に
お
け
る
検
討

テ
ー
マ
は
︑
図
の
通
り
︒

　

今
回
の
会
議
で
は
︑
今
年

度
よ
り
実
施
し
て
い
る
遠
隔

点
呼
（
Ｉ
Ｔ
点
呼
）
に
関
す

る
実
証
実
験
の
進
捗
状
況
を

報
告
し
た
ほ
か
︑
自
動
点
呼

の
実
証
実
験
や
運
行
指
示
者

の
一
元
化
に
関
す
る
検
討
の

進
め
方
に
つ
い
て
議
論
︒
遠

隔
点
呼
と
運
行
指
示
者
の
一

元
化
に
つ
い
て
は
︑
来
年
３

月
開
催
予
定
の
第
４
回
会
議

に
お
い
て
︑
制
度
化
案
の
最

終
取
り
ま
と
め
を
行
う
ほ

か
︑
自
動
点
呼
の
導
入
に
関

し
て
は
︑
第
４
回
会
議
に
お

い
て
︑
乗
務
後
点
呼
支
援
機

器
の
認
定
制
度
案
と
乗
務
前

点
呼
支
援
機
器
の
性
能
要
件

案
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
︒

 

﹁
特
殊
車
両
の
新
た
な
通

行
制
度
﹂
来
年
４
月
よ
り

施
行

車
両
の
登
録
手
数
料
、
通
行
に

係
る
手
数
料
も
決
定

　

国
土
交
通
省
は
７
月
６

日
︑
昨
年
５
月
に
可
決
・
成

立
し
た
﹁
道
路
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
﹂
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
特
殊
車
両
の

新
た
な
通
行
制
度
に
つ
い
て
︑

新
制
度
の
施
行
期
日
と
運
用

に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
政

令
が
︑
同
日
閣
議
決
定
さ
れ

た
と
発
表
し
た
︒

　

新
制
度
は
︑
あ
ら
か
じ
め

国
の
登
録
を
受
け
た
特
殊
車

両
を
通
行
さ
せ
る
際
に
︑
従

来
の
許
可
申
請
手
続
き
に
代

え
て
︑
通
行
が
可
能
な
経
路

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
即
時
に
確

 

８
月
27
日
㈮
ま
で
優
良
事

業
者
を
募
集

グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
で
は
現
在
︑
令
和
３
年
度

﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
優
良
事
業

者
﹂
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

対
象
は
︑
荷
主
と
物
流
事

業
者
な
ど
複
数
事
業
者
間
の

連
携
・
協
働
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
物
流
の
改
善
方
策
を
通

じ
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
等

の
環
境
負
荷
低
減
︑
物
流
の

生
産
性
向
上
等
に
よ
る
持
続

可
能
な
物
流
体
系
の
構
築
を

実
現
し
た
取
り
組
み
（
１
か

月
以
上
の
実
績
が
あ
る
も

の
）
を
行
っ
た
事
業
者
︒

　

今
年
度
は
︑﹁
総
合
物
流

施
策
大
綱
﹂（
関
連
４
・
５

面
）
の
柱
で
あ
る
﹁
物
流
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
標
準

化
の
推
進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
徹
底
し
た

認
し
︑
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
︒
車
両
の
登
録
事

務
等
は
︑
国
の
ほ
か
に
国
土

交
通
大
臣
が
指
定
し
た
指
定

登
録
確
認
機
関
も
実
施
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

新
制
度
の
施
行
は
︑
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
る
︒

特
殊
車
両
の
登
録
ま
た
は
登

録
の
更
新
に
係
る
手
数
料

は
︑
申
請
１
件
に
つ
き
５
０
０

０
円
︒
ま
た
︑
登
録
車
両
の

通
行
に
関
す
る
確
認
の
手
数

料
は
︑
確
認
の
求
め
１
件
に

つ
き
６
０
０
円
と
す
る
が
︑

１
都
道
府
県
内
で
の
確
認
の

際
に
は
︑
確
認
１
件
に
つ
き

４
０
０
円
を
超
え
な
い
範
囲

で
国
交
大
臣
が
定
め
る
額
と

さ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
指
定
登

録
確
認
機
関
が
登
録
等
事
務

を
行
う
場
合
の
手
数
料
は
︑

国
交
大
臣
が
登
録
等
事
務
を

行
う
場
合
の
手
数
料
と
同
額

と
さ
れ
た
︒

最
適
化
﹂
や
︑﹁
労
働
力
不

足
対
策
の
推
進
と
物
流
構
造

改
革
の
推
進
﹂
に
則
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
た
事
業
者
を

表
彰
す
る
﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
・
標

準
化
表
彰
﹂︑﹁
物
流
構
造
改

革
表
彰
﹂
が
新
設
さ
れ
る
︒

　

募
集
期
間
は
８
月
27
日
㈮

ま
で
︒
詳
細
は
︑
グ
リ
ー
ン

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

７
月
21
日
よ
り
申
請
受
付

開
始

自
動
車
運
送
事
業
者
の

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

で
は
︑
２
０
２
１
年
度
﹁
自

動
車
運
送
事
業
者
の
﹃
働
き

や
す
い
職
場
認
証
制
度
﹄﹂

申
請
を
︑
７
月
21
日
㈬
~
９

月
21
日
㈫
の
間
受
け
付
け
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
制
度
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

国
交
省
幹
部
人
事
を
発
令

　

国
土
交
通
省
は
７
月
１
日

付
で
︑
一
連
の
幹
部
人
事
を

発
令
し
た
︒

　

栗
田
卓
也
国
土
交
通
事
務

次
官
が
辞
職
し
︑
後
任
の
次

官
に
は
山
田
邦
博
氏
が
就

任
︒
技
監
に
は
吉
岡
幹
夫
氏

が
就
任
︒
道
路
局
長
に
は
︑

村
山
一
弥
氏
が
就
任
し
た
︒

ま
た
︑
大
臣
官
房
公
共
交
通

・
物
流
政
策
審
議
官
に
は
寺

田
吉
道
氏
が
就
任
し
た
︒

貨
物
課
長
に
日
野
氏

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
直

接
担
当
す
る
自
動
車
局
貨
物

課
長
は
︑
同
日
付
で
前
任
の

伊
地
知
英
己
氏
が
大
臣
官
房

付
と
な
り
︑
後
任
に
は
日
野

祥
英
氏
が
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
道
路
局
高
速
道
路

課
長
に
は
︑
沓
掛
敏
夫
氏
が

就
任
し
た
︒

︹
略
歴
︺

▽
山
田
邦
博
（
や
ま
だ
・
く

に
ひ
ろ
）
氏　

昭
和
33
年
生

ま
れ
︑
愛
知
県
出
身
︒
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

（
土
木
）
修
了
︒
同
59
年
旧

建
設
省
入
省
︒
内
閣
官
房
内

閣
審
議
官
︑
技
監
な
ど
を
歴

任
︒

▽
吉
岡
幹
夫
（
よ
し
お
か
・

み
き
お
）
氏　

昭
和
38
年
生

ま
れ
︑
神
奈
川
県
出
身
︒
東

京
大
学
工
学
部
卒
業
︒
同
61

年
旧
建
設
省
入
省
︒
北
陸
地

方
整
備
局
長
︑
道
路
局
長
な

ど
を
歴
任
︒

▽
村
山
一
弥
（
む
ら
や
ま
・

か
ず
や
）
氏　

昭
和
38
年
生

ま
れ
︑
東
京
都
出
身
︒
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

修
了
︒
同
63
年
旧
建
設
省
入

省
︒
九
州
地
方
整
備
局
長
な

ど
を
歴
任
︒

▽
寺
田
吉
道
（
て
ら
だ
・
よ

し
み
ち
）
氏　

昭
和
40
年
生

ま
れ
︑
岐
阜
県
出
身
︒
東
京

大
学
法
学
部
卒
業
︒
平
成
元

年
旧
運
輸
省
入
省
︒
鉄
道
局

次
長
な
ど
を
歴
任
︒

▽
日
野
祥
英
（
ひ
の
・
し
ょ

う
え
い
）
氏　

昭
和
47
年
生

ま
れ
︒
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
︒
平
成
７
年
旧
運
輸
省
入

省
︒
大
臣
官
房
危
機
管
理
官

な
ど
を
歴
任
︒

▽
沓
掛
敏
夫
氏
（
く
つ
か
け

・
と
し
お
）　

昭
和
42
年
生

ま
れ
︑
石
川
県
出
身
︒
京
都

大
学
工
学
部
卒
業
︒
平
成
３

年
旧
建
設
省
入
省
︒
九
州
地

方
整
備
局
道
路
部
長
な
ど
を

歴
任
︒

事
務
次
官
に
山
田
氏
、道
路
局
長
に
村
山
氏

来
年
春
の
制
度
化
案
最
終
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
等
に
向
け
議
論
を
加
速

第
１
回
「
運
行
管
理
高
度
化
検
討
会
」

沓掛　敏夫
道路局高速道路課長

日野　祥英
自動車局貨物課長

山田　邦博
事務次官

吉岡　幹夫
技監

村山　一弥
道路局長

寺田　吉道
大臣官房公共交通・

物流政策審議官

図　情報通信技術（ICT）の活用による
運行管理業務の高度化に向けた検討テーマ

①遠隔点呼（IT点呼）の対象拡大
　点呼に必要な運転者の情報の提供が可能な高度な点呼
機器を使用することを条件に、他営業所の運転者に対す
る遠隔点呼を認めることを検討。
②自動点呼の導入

　点呼支援機器が点呼における確認、指示項目の一部ま
たは全てを代替できるよう、機器の要件を検討。
③運行指示者の一元化

　運行中の他営業所の運転者・車両に対する運行指示を
行えるよう、営業所や運行管理者が満たすべき条件を検
討。
④運行時以外の運行管理業務の一元化

　運行管理者業務の全てを他営業所で行うことができる
よう、営業所や運行管理者が満たすべき条件を検討。



（4）第2181号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）7月15日

・道路による都市間速達性の確保率 【57％（2019年度）→63％（2025年度）】
・トラックの人身事故件数【15,606件（2019年）→2025年までに9,100件以下】 ・道路による都市間速達性の確保率 【57％（2019年度）→63％（2025年度）】

・トラック運転に従事する若年層の割合
 【トラック運転に従事する若年層（15歳～29歳）の割合（10.3%［同］）を
　全産業の割合まで引き上げる（2025年度）】

・トラックドライバーの①年間所得額平均／②平均労働時間に関する目標
 【2025年度までに
　①年間所得額平均（大型トラック454万円、中小型トラック419万円［2020年］）を全産業平均（487万円）まで引き上げる
　②平均労働時間（大型トラック2,532時間、中小型トラック2,484時間［同］）を全産業平均（2,100時間）まで引き下げる】

⑴トラックドライバーの時間外労働の上限規制を
　遵守するために必要な労働環境の整備

⑶労働生産性の改善に向けた革新的な取組の推進

⑴感染症や大規模災害等有事においても機能する、
　強靭で持続可能な物流ネットワークの構築

⑵我が国産業の国際競争力強化や持続可能な
　成長に資する物流ネットワークの構築

⑹新たな労働力の確保に向けた対策⑷農林水産物・食品等の流通合理化

重要物流道路の重点的整備・機能強化
三大都市圏環状道路等の整備推進
高速道路の暫定２車線区間の４車線化等の機能強化
トラックの大型化に対応した道路機能強化

2　時間外労働の上限規制の適用を見据えた労働力不足対策の加速と物流構造改革の推進（担い手にやさしい物流の実現）

3　強靭性と持続可能性を確保した物流ネットワークの構築（強くてしなやかな物流の実現）

データシステム連携によるトレーサビリティ確保・取引高度化



第2181号（第3種郵便物認可）（5） 令和3年（2021年）7月15日

1　物流DXや物流標準化の推進によるサプライチェーン全体の徹底した最適化（簡素で滑らかな物流の実現）

⑴物流デジタル化の強力な推進 ⑵労働力不足や非接触・非対面型の物流に資する
　自動化・機械化の取組の推進

⑶物流標準化の取組の加速 ⑷物流・商流データ基盤の構築等

（情報・通信技術）

伝票の標準化

受け渡しデータの標準化 パレットの標準化

外装の標準化

・物流総合効率化法による総合効率化計画の認定件数（輸送網の集約等）
 【141件（2020年度）→330件（2025年度）】

政
　
府

「総合物流施策大綱（2021年度～2025年度）」特集「総合物流施策大綱（2021年度～2025年度）」特集
次世代のトラック運送業界を見据え　様々な施策を総合的・一体的に推進次世代のトラック運送業界を見据え　様々な施策を総合的・一体的に推進

1今後の物流施策の方向性と取り組み
「簡素で滑らかな」「担い手にやさしい」

「強くてしなやかな」物流を目指す

　平成29年に閣議決定された「総合物流施策大綱（2017年度
～ 2020年度）」以降、労働力の不足、トラック積載効率の低

　政府は６月15日、政府における物流施策の指針を示した「総
合物流施策大綱（2021年度～2025年度）」を閣議決定した。
　同大綱では、今後の物流が目指すべき方向性として、①物
流DX（デジタルトランスフォーメーション）や物流標準化の推
進によるサプライチェーン全体の徹底した最適化（簡素で滑ら
かな物流の実現）、②時間外労働の上限規制の適用を見据え
た労働力不足対策の加速と物流構造改革の推進（担い手に
やさしい物流の実現）、③強靭性と持続可能性を確保した物
流ネットワークの構築（強くてしなやかな物流の実現）――
の３つを掲げ、関係省庁が連携して総合的・一体的な物流施
策の推進を図っていく。
　ここでは、同大綱における主な施策について紹介する。

迷等、物流が抱える多くの課題は継続し、近年のEC（電子商取
引）市場のさらなる成長や災害の激甚化・頻発化などによって、
物流を取り巻く環境は厳しさを増している。その上で、新型コロ
ナウイルス感染症の流行により、ヒトに比べてモノの動きは相対
的に活発化し、トラックドライバーをはじめとした労働力の不足
に拍車がかかることで、物流を取り巻く厳しい状況はさらに加速
する可能性がある。加えて、新しい生活様式に対応した物流へ
の変革も迫られるなど、我が国の物流は極めて大きな岐路に差
しかかっている。
　しかし、一面では、こうした状況下においては、これまで進捗
しなかった物流の構造改革や生産性向上に向けた取り組みを、
加速度的に促進させる大きな好機となる可能性がある。
　今回閣議決定した本大綱では、我が国の物流を取り巻く様々
な課題に対応した施策に重点的に取り組むべく、今後の物流が
目指すべき方向性を定め、関連する施策（図）を強力に推進する。
　これらの施策については、国のみならず、物流事業者、荷主、
一般消費者全てのステークホルダーの連携、協働による継続的
な取り組みにより、適切に推進し、成果を得てこそ初めて本大
綱の目的が全うされるものである。本大綱では初めて、2025年
度の目標値（KPI）を設定し、施策の実効性を高めるための進
捗管理や検証等を行うこととしている。

2主な施策と指標（KPI）
多彩な施策を通じ

トラック運送業界の抱える課題の解消へ
　ここでは、本大綱に掲げられた施策の中から、トラック運送
業界関連の主な施策とKPI（2025年度の目標値）を紹介する。

図　「総合物流施策大綱（2021年度～ 2025年度）」で掲げられた
今後の物流が目指すべき方向性と関連する施策

1�物流DX（デジタルトランスフォーメーション）や物流標準化の推進によるサプライチェーン全
体の徹底した最適化【簡素で滑らかな物流の実現】

　（1）物流デジタル化の強力な推進
　（2）労働力不足や非接触・非対面型の物流に資する自動化・機械化の取組の推進
　（3）物流標準化の取組の加速
　（4）物流・商流データ基盤の構築等
　（5）高度物流人材の育成・確保
2�時間外労働の上限規制の適用を見据えた労働力不足対策の加速と物流構造改革の推進【担い手に

やさしい物流の実現】
　（1）トラックドライバーの時間外労働の上限規制を遵守するために必要な労働環境の整備
　（2）内航海運の安定的輸送の確保に向けた取組
　（3）労働生産性の改善に向けた革新的な取組の推進
　（4）農林水産物・食品等の流通合理化
　（5）過疎地域におけるラストワンマイル配送の持続可能性の確保
　（6）新たな労働力の確保に向けた対策
　（7）物流に関する広報の強化
3強靭性と持続可能性を確保した物流ネットワークの構築【強くてしなやかな物流の実現】
　（1）�感染症や大規模災害等有事においても機能する、強靭で持続可能な物流ネットワークの構築
　（2）我が国産業の国際競争力強化や持続可能な成長に資する物流ネットワークの構築
　（3）�地球環境の持続可能性を確保するための物流ネットワークの構築

※青字＝別掲にて紹介している施策
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北
海
道
標
津
町
に
本
社
と

飼
料
倉
庫
を
︑
そ
し
て
︑
隣

接
す
る
中
標
津
町
に
営
業
所

を
構
え
る
東
盛
運
輸
㈱
は
︑

昭
和
40
年
に
東
盛
運
輸
㈲
と

し
て
設
立
さ
れ
運
送
事
業
を

開
始
︒
そ
し
て
同
61
年
に
は

東
盛
建
設
㈱
を
創
業
し
︑
グ

ル
ー
プ
と
し
て
建
設
業
︑
産

業
廃
棄
物
処
理
業
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
て

い
る
︒

　

運
輸
で
は
︑
地
域
の
経
済

と
産
業
に
寄
り
添
う
輸
送
業

務
に
取
り
組
み
︑
輸
送
品
目

は
牛
飼
料
︑
飼
・
肥
料
︑
木

材
・
木
材
チ
ッ
プ
︑
漁
網
︑

建
設
機
械
︑
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
︑引
越
荷
物
な
ど
が
中
心
︒

　

ま
た
︑
建
設
で
は
︑﹁
自

然
と
資
源
を
大
切
に
リ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
企
業
﹂
と
し

て
事
業
を
展
開
し
て
お
り
︑

運
輸
は
︑
建
設
業
務
に
よ
り

発
生
す
る
公
共
事
業
関
係
の

砂
・
砂
利
︑
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
︑
産
業
廃
棄
物
な
ど
に

つ
い
て
も
輸
送
す
る
︒

　
﹁
弊
社
の
創
業
を
振
り
返

る
と
︑
元
々
は
一
般
商
店
を

営
ん
で
お
り
︑
そ
の
商
店
で

販
売
す
る
商
品
の
仕
入
れ
や

済
や
産
業
の
盛
衰
に
あ
わ
せ

て
︑
そ
の
産
業
の
中
心
と
な

る
貨
物
か
ら
︑
産
業
を
支
え

配
送
と
い
う
自
家
用
の
輸
送

を
行
っ
て
い
た
の
が
礎
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
商
店
か
ら
運
送

会
社
︑
そ
し
て
建
設
会
社
を

設
立
し
た
と
い
う
の
が
流
れ

で
す
︒
そ
の
時
代
の
地
域
経

る
た
め
に
必
要
な
も
の
ま
で
︑

そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
た
輸
送
を
臨
機
応
変
に
行

っ
て
き
ま
し
た
﹂（
土
谷
悠
介

社
長
）

未
経
験
の
人
材
を
採
用

他
業
界
か
ら
も
増
加
傾
向

　

全
国
的
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
人
材
不
足
が
深
刻

さ
を
増
す
中
︑
同
社
で
は
こ

こ
３
年
間
ほ
ど
︑
人
材
採
用

に
つ
い
て
は
︑
従
来
型
の
採

用
か
ら
︑
異
業
種
か
ら
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
未
経
験

者
の
採
用
へ
と
舵
を
切
り
︑

実
際
に
そ
う
し
た
未
経
験
者

を
中
心
と
し
た
就
職
希
望
者

の
応
募
・
採
用
が
多
く
な
っ

て
い
る
︒

　

き
っ
か
け
は
︑
関
東
地
方

の
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
︒
そ
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
同
社
の
求
人

情
報
を
見
た
応
募
者
か
ら
︑

﹁
北
海
道
へ
の
移
住
も
視
野

に
応
募
は
可
能
か
﹂
と
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
︒
土
谷
社

長
は
︑
そ
の
問
い
合
わ
せ
を

快
く
受
け
入
れ
︑
面
接
を
経

て
見
事
に
採
用
が
決
定
︒

　

こ
の
成
功
例
か
ら
︑
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
同
様
な
問

い
合
わ
せ
が
増
え
︑
こ
の
採

用
ル
ー
ト
が
拡
大
︑
同
様
例

は
６
人
に
上
る
︒
ま
た
︑
こ

の
５
月
に
は
︑
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
も
１
人
採
用
し
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
未

経
験
で
入
社
し
た
者
も
︑
現

在
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

立
派
に
独
り
立
ち
し
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
こ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
︑
次
に
入
社
し
た
新
人

を
育
て
る
な
ど
の
流
れ
も
で

き
あ
が
っ
て
い
ま
す
︒
一
般
的

に
運
送
事
業
は
︑
過
酷
な
労

働
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
︑

実
は
規
制
が
多
く
︑
見
方
を

変
え
れ
ば
︑
法
的
に
厳
し
く

守
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま

す
︒
こ
の
業
界
で
は
﹃
働
き

方
改
革
﹄
を
進
め
て
い
る
会

社
も
多
く
︑
こ
う
し
た
﹃
働

き
や
す
い
﹄﹃
従
業
員
を
大

切
に
す
る
﹄
会
社
で
あ
る
こ

と
が
︑
今
後
の
優
秀
な
人
材

確
保
な
ど
の
際
の
有
効
な
対

策
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

弊
社
で
は
︑
男
女
問
わ
ず
︑

車
や
重
機
が
好
き
な
方
は
大

歓
迎
で
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
の
求
人
を
は
じ
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の
口
コ
ミ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
︑
あ
ら

ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し

て
求
人
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　

同
社
の
採
用
方
針
は
︑
単

純
に
広
く
門
戸
を
開
い
た
だ

け
で
な
い
︒
そ
こ
に
は
明
確

な
採
用
方
針
と
意
図
︑
そ
し

て
受
け
入
れ
体
制
が
あ
る
︒

入
社
に
際
し
て
は
︑
道
内
で

あ
れ
ば
引
越
を
無
料
で
手
伝

う
ほ
か
︑
会
社
に
近
い
住
居

を
優
先
的
に
紹
介
・
準
備
す

る
な
ど
︑
入
社
に
あ
た
っ
て

の
負
担
を
極
力
軽
く
す
る
︒

し
か
し
そ
の
一
方
で
︑
一
見

厳
し
く
も
思
え
る
対
応
も
行

っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
大
型
免
許
の

取
得
に
つ
い
て
は
︑
取
得
費

用
の
補
助
制
度
な
ど
は
整
備

し
て
お
ら
ず
︑
基
本
は
応
募

者
自
身
で
取
得
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
い
る
︒
同
社
の

保
有
車
両
は
40
台
︑
業
務
の

関
係
で
全
車
両
が
大
型
車
で

あ
る
︒
応
募
者
に
業
務
内
容

や
勤
務
条
件
等
を
詳
細
に
説

明
す
る
の
は
当
然
だ
が
︑
同

社
で
は
大
型
免
許
が
必
須
で

あ
る
こ
と
を
特
に
強
調
し
て

お
り
︑
同
社
で
は
︑
こ
れ
ま

で
入
社
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど

入
社
前
に
自
身
で
取
得
し
て

き
た
と
い
う
︒

　
﹁
一
部
の
人
材
に
免
許
取
得

費
用
を
貸
し
付
け
た
例
は
あ

り
ま
す
が
︑
補
助
は
今
後
の

検
討
課
題
で
す
︒
こ
れ
は
費

用
負
担
の
問
題
で
は
な
く
︑

弊
社
で
働
く
と
い
う﹃
意
志
﹄

﹃
決
意
﹄
の
問
題
で
あ
り
︑

自
分
の
財
産
と
し
て
︑
ラ
イ

セ
ン
ス
を
取
得
し
て
で
も
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
本
人
の

意
志
が
大
切
で
す
︒
面
接
の

際
に
は
︑
大
型
免
許
の
件
だ

け
で
な
く
︑
弊
社
の
業
務
内

容
︑
労
働
条
件
等
を
丁
寧
に

説
明
し
︑
弊
社
の
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
入
社

し
て
も
ら
い
ま
す
︒
も
し
こ

の
時
︑
免
許
費
用
を
こ
ち
ら

が
負
担
︑ま
た
は
補
助
し
て
︑

働
い
て
も
ら
う
期
間
の
縛
り

な
ど
を
設
定
し
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
︒
こ
れ
が

精
神
的
な
負
担
と
な
り
︑﹃
辞

め
た
く
て
も
辞
め
ら
れ
な
い
﹄

な
ど
マ
イ
ナ
ス
な
気
持
ち
で

勤
務
さ
れ
て
し
ま
う
と
︑
弊

社
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多

く
は
と
て
も
繊
細
で
デ
リ
ケ

ー
ト
な
の
で
︑
こ
の
気
持
ち

に
配
慮
し
て
︑と
に
か
く
﹃
働

き
や
す
さ
﹄﹃
健
康
と
安
全
﹄

を
追
求
し
た
会
社
づ
く
り
を

し
︑
そ
の
上
で
応
募
者
に
納

得
し
て
﹃
入
社
し
た
い
﹄﹃
働

き
た
い
﹄
と
思
っ
て
も
ら
え

な
け
れ
ば
︑
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
︑
長
く
働
い
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
同
）

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
受
診
を
促
進

従
業
員
の
健
康
と
安
全
守
る

　

同
社
で
は
︑
今
後
︑
よ
り

一
層
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
努
め
︑
従
業
員
の
皆
に

よ
り
長
く
健
康
で
勤
め
て
も

ら
う
た
め
の
体
制
整
備
を
進

め
て
い
る
︒
そ
の
最
新
の
取

り
組
み
が
﹁
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
受

診
﹂
で
あ
り
︑
ま
ず
今
年
は

３
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
検
査

を
済
ま
せ
て
い
る
︒
受
診
費

用
は
公
的
機
関
の
補
助
も
活

用
し
て
︑
本
人
負
担
は
ゼ
ロ

で
あ
る
︒
今
後
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
職
だ
け
で
な
く
︑
事
務

職
に
も
範
囲
を
広
げ
て
︑
定

期
的
に
全
従
業
員
に
検
査
を

実
施
し
て
い
く
考
え
だ
︒

　

実
は
︑
こ
の
受
診
を
進
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来

事
が
あ
っ
た
︒
あ
る
朝
︑
運

行
前
点
検
・
点
呼
を
済
ま
せ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
事
務
所

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
移
動
す

る
際
︑
一
時
的
に
意
識
が
混

濁
し
︑
運
行
が
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
診

察
の
結
果
︑
そ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
脳
梗
塞
の
跡
が
見
つ

か
っ
た
︒
そ
の
後
︑
そ
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
無
症
状
で
あ
っ

た
が
︑
そ
の
件
を
ド
ラ
イ
バ

ー
の
家
族
で
話
し
合
っ
た
結

果
︑
安
全
を
第
一
に
考
え
同

社
を
退
職
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
と

い
う
仕
事
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
た
︒

　
﹁
そ
の
時
︑﹃
も
っ
と
早
く

定
期
的
な
脳
健
診
を
行
っ
て

い
れ
ば
︑
こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
も
っ
と
長
く
弊
社
に
勤

め
て
も
ら
え
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
﹄
と
非
常
に
後
悔
し

ま
し
た
︒
そ
こ
で
︑
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

の
検
査
も
同
時
に
実
施
し
︑

毎
年
全
員
が
検
査
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
﹂（
同
）

「
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
」は
必
然

安
全
対
策
の
再
構
築
に

　　

同
社
で
は
︑
土
谷
社
長
が

就
任
し
て
か
ら
︑
特
に
安
全

面
に
関
す
る
ハ
ー
ド
の
整
備

を
一
気
に
加
速
し
た
︒
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
活
用
し
た
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
︑
各
車

両
の
位
置
情
報
や
車
両
の
速

度
・
ブ
レ
ー
キ
な
ど
各
種
情

報
を
事
務
所
で
一
元
管
理
す

る
ほ
か
︑
飲
酒
検
知
器
︑
血

圧
計
な
ど
︑﹁
健
康
・
安
全
﹂

の
確
保
に
寄
与
す
る
と
思
わ

れ
る
装
置
を
積
極
的
に
整
備

し
た
︒
ま
た
︑
令
和
元
年
に

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ

ー
ク
）
認
定
を
受
け
た
後
に

は
︑
中
標
津
営
業
所
と
の
間

で
︑
Ｉ
Ｔ
（
遠
隔
）
点
呼
も

取
り
入
れ
た
︒

　
﹁
実
は
︑
数
年
前
︑
第
１

当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
︑
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
た
弊
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

死
亡
す
る
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
︒
弊
社

で
は
非
常
に
重
く
受
け
止
め
︑

﹃
逆
の
立
場
に
は
絶
対
に
な

ら
な
い
﹄
と
し
て
︑
こ
れ
ま

で
の
安
全
対
策
の
全
て
を
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
そ

の
際
の
目
標
・
指
標
と
し
て

掲
げ
た
の
が
﹃
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
﹄
で
し
た
︒﹃
従
業
員
の

意
識
改
革
﹄
と
い
う
意
味
も

あ
り
︑
取
り
組
み
の
初
年
度

で
認
定
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
︑
そ
れ
ま
で
漠
然

と
取
り
組
ん
で
い
た
安
全
対

策
も
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
︑
今
後
も
安
全
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

社
長
室
は
「
相
談
室
」
？

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
密
に

　

若
く
し
て
社
長
に
就
任
し

た
土
谷
社
長
は
︑
20
歳
で
同

社
に
入
社
︒
こ
の
業
界
で
長

く
活
躍
し
て
い
る
が
︑
前
社

長
の
死
去
に
伴
っ
て
29
歳
と

い
う
若
さ
で
の
突
然
の
社
長

就
任
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

﹁
社
長
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
時
は
︑会
社
全
体
の
こ
と
︑

対
外
的
な
付
き
合
い
な
ど
︑

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
﹂（
同
）
と
振

り
返
る
︒
幸
い
な
こ
と
に
︑

先
代
か
ら
会
社
を
支
え
て
く

れ
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
役
員
の

支
え
も
あ
り
︑
ま
た
︑
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
や
北
海

道
中
小
企
業
家
同
友
会
な

ど
︑
同
業
・
異
業
種
を
問
わ

ず
︑
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
あ

う
付
き
合
い
が
︑
土
谷
社
長

を
経
営
者
と
し
て
成
長
さ
せ

た
︒

　

そ
し
て
︑
さ
ら
に
土
谷
社

長
を
支
え
た
の
が
︑﹁
従
業

員
た
ち
と
の
繋
が
り
﹂（
同
）

だ
と
い
う
︒
同
社
で
は
︑
組

織
体
制
と
し
て
も
︑﹁
全
体

会
議
﹂
な
ど
意
思
疎
通
を
図

る
機
会
は
あ
る
が
︑
そ
れ
よ

り
も
﹁
活
き
た
情
報
﹂
を
︑

従
業
員
が
社
長
へ
直
接
伝
え

に
き
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
︒

　
﹁
若
い
社
長
と
し
て
︑
私

よ
り
長
く
弊
社
に
勤
め
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
存
在
は
と
て
も

頼
り
に
な
り
ま
す
︒
彼
ら
は
︑

直
接
︑
間
接
を
問
わ
ず
日
々

の
業
務
で
感
じ
た
こ
と
︑
荷

主
企
業
の
担
当
者
が
つ
ぶ
や

い
て
い
た
こ
と
な
ど
様
々
な

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
と

同
時
に
︑
社
内
の
課
題
や
そ

の
解
決
策
の
ヒ
ン
ト
な
ど
も

与
え
て
く
れ
ま
す
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
の
荷
主
情
報
を
基

に
し
て
業
務
を
提
案
す
る
な

ど
︑
営
業
活
動
に
役
立
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒
さ
か

の
ぼ
れ
ば
︑
実
は
建
設
会
社

の
設
立
も
︑
従
業
員
か
ら
の

情
報
を
基
に
管
理
職
が
発
案

し
た
こ
と
だ
っ
た
と
聞
き
ま

す
﹂（
同
）

　

最
近
の
社
長
室
に
も
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
り
︑
何
気
な
い
世
間
話
か

ら
真
剣
な
個
人
の
相
談
ま

で
︑
様
々
な
話
題
が
飛
び
交

う
︒
社
長
室
は
さ
な
が
ら﹁
相

談
室
﹂
で
︑
社
長
は
﹁
相
談

員
﹂
の
よ
う
だ
︒

　
﹁
な
る
べ
く
社
長
の
事
務

仕
事
は
早
目
に
終
了
し
て
︑

こ
う
し
た
時
間
を
多
く
と
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒

何
で
も
フ
リ
ー
に
話
し
て
も

ら
い
︑
心
も
身
体
も
健
康
で

い
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
︒
こ

う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
続
け
て
い
き
︑
従
業
員
の

皆
が
﹃
健
康
﹄
で
﹃
幸
せ
﹄

に
暮
ら
し
て
い
け
る
会
社
を

創
り
上
げ
る
こ
と
で
︑
お
客

様
の
求
め
る
高
品
質
で
安
全

な
輸
送
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
︑
ひ
い
て

は
弊
社
が
今
後
も
発
展
し
︑

生
き
残
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
る
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　
東と

う
せ
い盛
運
輸
株
式
会
社
（
土
谷
悠
介
代

表
取
締
役
、
北
海
道
標
津
郡
標
津
町
）

は
、
地
域
の
経
済
・
産
業
と
と
も
に
事

業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
同
社
を
率
い

る
土
谷
氏
は
、
弱
冠
29
歳
で
家
業
を
引

き
継
ぎ
社
長
に
就
任
し
、
現
在
37
歳
と

い
う
若
さ
で
あ
る
。

　
経
営
の
根
本
に
は
、
先
代
か
ら
引
き

継
い
で
き
た
伝
統
と
信
頼
と
い
う
遺
伝

子
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
財
産
と
し
な
が

ら
も
、
若
き
経
営
者
と
し
て
の
柔
軟
さ

を
活
か
し
て
徹
底
的
に
業
務
改
善
を
続

け
、「
社
員
の
働
き
や
す
さ
」「
健
康
と

安
全
」
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
社
業
の

発
展
と
と
も
に
地
元
へ
の
貢
献
も
目
指

す
、
同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

東盛運輸（株） 東盛運輸（株） 
［代表取締役 土谷　悠介］［代表取締役 土谷　悠介］

本　　社　北海道標津郡標津町
南６条西 1丁目1-12-2

設　　立　昭和 40年 12月3日
資 本 金　1,000 万円
従業員数	 48 人（うちドライバー32人）
車 両 数	 40 台

企業概要

検 索東盛運輸㈱

土谷　悠介
代表取締役

あらゆる機会をみて、ドライバーや事務員などなるべく多くの従業員に声をかける土谷社
長

ハ
ー
ド
面
で
は
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

で
全
車
両
を
一
元
管
理
す
る

物流物物物流

東盛運輸㈱
とうせい

北海道
第 40回

ハードとハートの両面から従業員をサポート

「健康」と「安全」を経営の最重要の柱に

「
健
康
は
財
産
」と
考
え
て
健
康
管
理
を
徹
底

「
健
康
は
財
産
」と
考
え
て
健
康
管
理
を
徹
底

皆
の「
働
き
や
す
さ
」を
追
求
し
業
務
改
善
を
推
進

皆
の「
働
き
や
す
さ
」を
追
求
し
業
務
改
善
を
推
進
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第90回］

無観客で無感覚……!?

203「
鯖
街
道
お
膝
元
の
味
⑫
」福
井
県
敦
賀
の
鯖
の
パ
ス
タ

　

前
回
︑﹁
小
浜
の
鯖
に
ぎ

り
﹂
を
書
き
終
え
る
と
︑
心

は
敦
賀
に
飛
ん
だ
︒﹁
丸ま

る
か
ん勘
﹂

と
い
う
地
魚
重
視
の
寿
司
屋

が
あ
り
︑
こ
こ
の
鯖
も
な
よ

や
か
な
う
ま
さ
な
の
だ
︒

　

敦
賀
は
福
井
の
東
西
の
分

岐
点
で
︑
滋
賀
の
米
原
か
ら

特
急
な
ら
約
30
分
︒
ま
た
︑

県
境
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
は
最

短
距
離
な
ら
約
５
㌔
㍍
︒

　

そ
の
た
め
︑
往
時
は
日
本

海
側
の
物
資
を
都
へ
運
ぶ
中

継
地
で
︑
最
た
る
も
の
が
昆

布
︒
北
前
船
で
運
ば
れ
て
き

た
昆
布
は
敦
賀
で
と
ろ
ろ
昆

布
な
ど
に
加
工
さ
れ
︑
再
び

出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
︒

　

そ
れ
で
敦
賀
と
い
え
ば
昆

布
の
話
題
に
な
る
が
︑
小
浜

エ
リ
ア
と
同
様
に
敦
賀
人
の

鯖
愛
は
深
い
︒
く
つ
ろ
ぎ
タ

家
バ
ー
で
︑
国
道
８
号
に
面

し
︑
気
比
神
宮
か
ら
徒
歩
３

分
︑敦
賀
駅
か
ら
10
分
︒酒
を

飲
ま
な
い
客
も
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
物
で
地
産
地
消

の
料
理
を
楽
し
め
る
た
め
︑市

民
の
オ
ア
シ
ス
に
な
っ
て
い
る
︒

　

そ
こ
で
前
述
の
パ
ス
タ
だ

が
︑
材
料
の
鯖
は
常
備
品
︒

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ニ
用
の
へ
し
こ

と
は
鯖
の
糠
漬
け
︒
冷
蔵
保

の
絡
み
も
よ
し
︒

　

ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
は
バ
ジ
ル
・

松
の
実
・
に
ん
に
く
・
パ
ル

ミ
ジ
ャ
ー
ノ
の
ソ
ー
ス
に
鯖
を

加
え
︑
茹
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
と

和あ

え
て
あ
る
︒
柔
ら
か
な
鯖

が
コ
ク
の
あ
る
緑
の
ソ
ー
ス
を

ま
と
っ
て
︑
麵
に
ま
っ
た
り
馴

染
ん
で
い
る
︒
思
わ
ず
白
ワ

イ
ン
を
頼
ん
で
い
た
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

イ
ム
に
も
鯖
を
欲
す
る
ほ
ど
︒

　

そ
ん
な
心
情
を
受
け
と

め
︑
鯖
へ
し
こ
の
ペ
ペ
ロ
ン
チ

ー
ニ
と
鯖
の
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
を

出
す
の
が
本
町
１
丁
目
の
ワ

イ
ン
バ
ー
﹁
エ
ッ
グ
ス
﹂︒
東

京
か
ら
移
住
し
て
30
年
の
杉す

ぎ

谷た
に

安や

す

こ子
さ
ん
が
︑
ソ
ム
リ
エ

と
利
き
酒
師
の
資
格
を
活
か

し
︑
10
年
前
に
開
い
た
︒

　

建
物
は
元
床
屋
だ
っ
た
町

　

存
で
き
︑
ま
た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ

の
鯖
は
水
煮
缶
だ
か
ら
︑
急

な
オ
ー
ダ
ー
で
も
迅
速
に
調

理
で
き
る
の
だ
︒

　

さ
て
注
文
︒
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー

ニ
は
オ
リ
ー
ブ
油
で
炒
め
た

唐
辛
子
と
に
ん
に
く
の
香
ば

し
さ
に
へ
し
こ
の
塩
味
と
発
酵

の
う
ま
味
が
加
わ
り
︑
重
層

的
な
お
い
し
さ
︒
ア
ル
デ
ン

テ
に
茹
で
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
と

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜合図編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（法第53条第1項）車両（自転車以外
の軽車両を除く）の運転者は、左折し、右
折し、転回し、徐行し、停止し、後退し、又
は同一方向に進行しながら進路を変えると
きは、手、方向指示器又は灯火により合図
をしなければならない。
❷ ○（施行令第21条）同一方向に進行し
ながら進路変更をするときは、その行為を
しようとするときの３秒前に合図を行う。
❸ ×（施行令第21条）右折し、又は転回す
るときは、その行為をしようとする地点（交
差点において右折する場合にあつては、当
該交差点の手前の側端）から30メートル手
前の地点に達したときに合図を行う。

❹ ○（法第31条の2）停留所において乗
客の乗降のため停車していた乗合自動車
が発進するため進路を変更しようとして手
又は方向指示器により合図をした場合に
おいては、その後方にある車両は、その速
度又は方向を急に変更しなければならな
いこととなる場合を除き、当該合図をした
乗合自動車の進路の変更を妨げてはなら
ない。
❺ ○（法第53条第2項）車両の運転者は、
環状交差点において、環状交差点を出ると
き、徐行・停止するとき・後退するときは、
合図をし、かつ、これらの行為が終わるま
でその合図を継続しなければならない。

TS名 運行情報センター 福祉施設
札 幌 8月13日（金）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食　　堂 平常通り営業

苫 小 牧 8月13日（金）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食　　堂 平常通り営業

青 森 8月13日（金）17:15 ～ 8月16日（月）  8:30

仙 台 8月11日（水）17:00 ～ 8月17日（火）  9:00 食　　堂
シャワー

8月12日（木）18:30 ～ 8月17日（火）  8:00
8月11日（水）16:30 ～ 8月17日（火）  9:00

白河の関 8月12日（木）17:30 ～ 8月17日（火）  8:30
コインシャワー・
コインランドリー

・休憩室
8月12日（木）17:00 ～ 8月17日（火）  9:00

茨 城 8月11日（水）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月11日（水）17:00 ～ 8月17日（火）  9:00
食堂・浴室・

女性用シャワー・
コインランドリー

8月11日（水）22:00 ～ 8月17日（火）11:00

大 宮 8月12日（木）20:00 ～ 8月19日（木）  8:00 平常通り営業
※食堂については、20時〜5時はテイクアウトサービスのみ

東 神 8月15日（日）  9:00 ～ 8月15日（日）17:00 平常通り営業

新 潟 8月12日（木）19:00 ～ 8月17日（火）  8:00 シャワー 8月12日（木）18:30 ～ 8月17日（火）  8:00

金 沢 8月13日（金）17:00 ～ 8月17日（火）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  8:00 食　堂・売　店
浴室・宿泊・仮眠

8月12日（木）14:00 ～ 8月16日（月）11:00
8月12日（木）14:00 ～ 8月16日（月）12:00

安 城 8月11日（水）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食　　堂
シャワー・コインランドリー

平常通り営業
平常通り営業（24時間営業）

名 古 屋 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  8:00 浴室（シャワー利用のみ） 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  8:00

亀 山 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食　　堂
売店・浴室・宿泊・仮眠

8月12日（木）21:00 ～ 8月16日（月）11:00
8月12日（木）21:00 ～ 8月16日（月）10:00

彦 根 8月  6日（金）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊 8月  6日（金）21:00 ～ 8月16日（月）  8:00
※大規模修繕工事に伴う休業については、別途お知らせします

大 阪 8月10日（火）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）
※食堂については、20時〜5時はテイクアウトサービスのみ

奈良・針 8月11日（水）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00
休憩室・

コインシャワー・
コインランドリー

8月11日（水）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00

岡 山 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00

食　　堂

宿　　泊
シャワー

8月12日（木）14:00 ～ 8月16日（月）11:00
（食堂ラストオーダー　13:30）

8月12日（木）16:00 ～ 8月16日（月）  8:00
平常通り営業

尾 道 8月  6日（金）17:00 ～ 8月16日（月）  8:30 シャワー・トイレ・洗濯機
コンビニエンスストア

8月  6日（金）17:00 ～ 8月16日（月）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 8月12日（木）15:00 ～ 8月17日（火）  9:00 食　堂・浴　室 8月12日（木）15:00 ～ 8月17日（火）11:00

北 九 州 8月13日（金）17:00 ～ 8月15日（日）  9:00 シャワー・
ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊
◎短縮営業

8月13日（金）～ 8月15日（日）11:00～21:00
（食堂ラストオーダー　20:30）

諫 早 8月11日（水）20:00 ～ 8月16日（月）10:00
食　　堂
浴　　室
宿　　泊

8月11日（水）14:30 ～ 8月16日（月）10:00
8月11日（水）20:00 ～ 8月16日（月）10:00
8月11日（水）10:00 ～ 8月16日（月）15:00

大 分 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  8:00 食堂・休憩室・
シャワー・ランドリー 8月12日（木）17:00 ～ 8月16日（月）  8:00

鹿 児 島 8月13日（金）17:30 ～ 8月16日（月）  8:30 休憩室・
コインシャワー 8月13日（金）17:30 ～ 8月16日（月）  8:30

（令和3年7月13日現在）

トラックステーション（TS）お盆休業案内トラックステーション（TS）お盆休業案内

TS名 給 油 所

青 森 8月14日（土）19:00　〜　8月16日（月） 8:00

大 宮 平常通り営業

新 潟
8月14日（土）19:00　〜　8月16日（月） 7:00

◎短縮営業
8月13日（金）〜8月14日（土）7:00～19:00

金 沢 ◎短縮営業
8月13日（金）〜8月15日（日）8:00～19:00（3時間短縮）

TS名 給 油 所

岡 山

8月14日（土）18:00　〜　8月16日（月） 7:00
◎短縮営業

8月9日（月）、13日（金）、14日（土）8:00～18:00
◎通常営業

8月10日（火）〜8月12日（木）7:00～20:00

尾 道 平常通り営業

北 九 州 平常通り営業

◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。
◇�上記日程は、新型コロナウイルス感染症まん延による国、地方公共団体の要請等により変更されることがありますので、ご了承願います。
最新情報は全日本トラック協会ホームページをご覧ください。

「東京2020大会」
いよいよ開催！

運行前には必ず交通規制情報の確認を
日 月 火 水 木 金 土

7/11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23

◎
24

25 26 27 28 29 30 31
8/1 2 3 4 5 6 7
8
◎

9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24

◎
25 26 27 28

29 30 31 9/1 2 3 4
5
◎

6 7 8 9 10 11

＜交通対策実施期間＞　
オリンピック：7 月 19 日㈪～ 8 月 9 日㈪
パラリンピック：8 月 24 日㈫～ 9 月 5 日㈰

＜開会式・閉会式時の交通規制＞
◎7月23日（金・祝）、8月8日（日・祝）

◎8月24日（火）、9月5日（日）

　東京 2020 大会がいよいよ開催されます。大会
開催期間中とその前後の日は「交通対策実施期間」
とされ、首都圏で大規模な交通規制が実施されま
す。運行前には交通規制情報を確認し、渋滞を回
避するなど、円滑な物流の実現を図りましょう。
　オリンピック、パラリンピックの開会式・閉会
式時にはオリンピックスタジアム周辺、国会周辺、
選手村周辺、首都高速道路で長時間の交通規制が
行われます。

■�東京 2020 大会に関係する交通規
制の詳細は、東京 2020 組織委員
会ホームページをご確認ください。

■�開催当日の交通規制情報は、（公財）
日本道路交通情報センター「道路
交通情報 Now!!」でご確認くださ
い。
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▼
中
国
で
︑

生
前
に
建

て
る
墓﹁
寿

陵
（
じ
ゅ

り
ょ
う
）﹂

は
︑
縁
起
の
良
い
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
︒
生
前
に
建
て
た
自
分
の
お

墓
を
守
る
こ
と
で
︑
自
身
の
長
寿

を
招
く
と
と
も
に
︑
健
や
か
に
生

き
︑
人
生
の
使
命
を
全
う
す
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
︒
▼
大
学
時
代

の
友
人
で
石
川
県
出
身
の
梶
山
君

は
︑
ゼ
ミ
で
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
仲

間
で
す
が
︑
空
気
の
よ
う
な
透
明

感
を
持
っ
た
不
思
議
な
存
在
で
し

た
︒
彼
は
︑
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋

に
住
み
︑
都
合
の
良
い
時
に
ゼ
ミ

仲
間
４
人
で
彼
の
ア
パ
ー
ト
に
よ

く
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
︒
あ
の
時
代

は
︑
彼
と
岐
阜
県
出
身
の
鈴
木
君
︑

群
馬
県
出
身
の
桜
井
君
と
そ
し
て

東
京
出
身
の
私
で
︑
漠
然
と
将
来

の
夢
を
語
り
合
っ
た
も
の
で
す
︒
▼

そ
の
後
４
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
道

を
歩
み
︑
生
前
墓
を
建
て
た
梶
山

君
は
︑
残
念
な
が
ら
我
々
よ
り
も
一

足
早
く
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
︒
残

さ
れ
た
３
人
が
異
口
同
音
に
い
う

の
は
︑﹁
梶
山
君
本
人
は
自
身
の
早

世
を
予
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
︒
梶
山
君
が

欠
け
て
３
人
に
な
っ
た
ゼ
ミ
仲
間

も
︑い
つ
し
か
還
暦
を
過
ぎ
︑昨
今
︑

週
刊
誌
等
で
も
特
集
が
組
ま
れ
る

﹁
終
活
﹂
を
考
え
る
年
代
の
領
域

に
踏
み
込
み
ま
し
た
︒
彼
等
は
︑

巷
で
言
う
﹁
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
﹂
な
る
も
の
を
基
に
︑
仕
事
関

係
や
付
き
合
い
︑
身
の
回
り
の
品
々

を
整
理
す
る
作
業
に
徐
々
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
︒
日
本
人
の

寿
命
は
︑
世
界
の
中
で
も
常
に
上

位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
状
況
で
す

が
︑
で
き
得
れ
ば
人
生
を
目
一
杯
に

駆
け
抜
け
た
い
も
の
で
す
︒
▼
と
あ

る
休
日
に
訪
れ
た
の
は
︑
以
前
か

ら
興
味
が
あ
っ
た
太
極
拳
の
１
日

体
験
教
室
で
し
た
︒
ゆ
っ
く
り
と
し

た
動
作
を
行
う
全
身
運
動
で
︑
行

っ
て
い
る
う
ち
に
空
気
と
同
化
し
た

か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し

た
︒
教
室
に
参
加
し
た
人
達
を
見

る
と
︑
比
較
的
年
齢
層
が
高
く
︑

男
女
均
等
と
い
う
感
じ
で
し
た
︒

太
極
拳
は
︑
気
血
の
流
れ
を
良
く

し
︑
体
内
臓
器
の
機
能
を
向
上
さ

せ
る
効
果
が
あ
り
︑
ま
さ
に
東
洋

医
学
が
生
ん
だ
究
極
の
運
動
と
い

え
る
で
し
ょ
う
︒
▼
生
命
を
永
遠
に

維
持
せ
ん
と
し
た
中
国
・
秦
の
始

皇
帝
の
命
に
よ
り
︑
東
方
海
上
の

三
神
山
に
あ
る
と
い
う
﹁
不
老
不

死
の
仙
薬
﹂
を
探
す
た
め
︑
３
千

人
の
童
男
童
女
を
従
え
て
現
在
の

熊
野
地
方
に
辿
り
着
い
た
と
い
わ

れ
る
方
士
﹁
徐
福
﹂︒
命
を
懸
け
た

仙
薬
探
索
も
︑
発
見
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
︑
彼
の
脳
裏
に

投
影
さ
れ
て
い
た
﹁
黄
泉
の
世
界
﹂

は
い
か
な
る
風
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
︒
そ
れ
は
︑
誰
も
が
避
け
て

通
れ
ぬ
﹁
い
つ
か
来
る
旅
立
ち
の

日
﹂
に
思
い
を
馳
せ
て
見
た
︑﹁
笑

顔
の
絶
え
な
い
清
ら
か
な
世
界
﹂

だ
っ
た
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
！
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事業者大会スケジュール事業者大会スケジュール
11：00 ～ 13：00 受付 3 階ロビー
11：00 〜 12：00 正副会長会議 4 階「栄の間」

13：00 〜 13：20

◇全体会議
①開会
②全ト協会長あいさつ
③開催地ブロック協会長あいさつ
④分科会編成（２分科会）

3 階「ヴェルサイユ」

13：30 〜 14：50

▷第 1分科会
「健康経営への取組と

交通事故防止対策の推進について」
3 階「ヴェルサイユ」

▷第 2 分科会
「事業経営の安定化に向けた

取引環境の改善について」
4 階「雅の間」

15：00 〜 16：00
▶記念講演会
「戦国武将の経営学」

歴史研究家　井沢　元彦氏
3 階「ヴェルサイユ」

16：10 〜 17：00

◇全体会議（再開）
①大会決議
②来賓あいさつ
③祝電披露
④次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
⑤ガンバローコール
⑥閉会

3 階「ヴェルサイユ」

18：00 〜 20：00 懇親会（アトラクション　郡上おどり） 3 階「ヴェルサイユ」
4 階「雅の間」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月

14
日
㈭
︑
愛
知
県
名
古
屋
市
の
名

古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
﹁
第
26
回
全

国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂

を
開
催
す
る
︒

　

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
一
堂
に
会
し
︑
全
体
会
議
と
分

科
会
を
通
じ
て
熱
心
な
議
論
を
行

い
︑
大
会
決
議
を
採
択
す
る
︒
会

場
で
は
︑
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び

手
指
消
毒
の
徹
底
を
図
り
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

努
め
る
︒

　

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
︑
第
１
分

科
会
が
﹁
健
康
経
営
へ
の
取
組
と

交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
﹂︑
第
２
分
科
会
が
﹁
事
業

経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取
引
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
﹂︒
記
念
講
演

会
で
は
︑
歴
史
研
究
家
の
井
沢
元

彦
氏
が
﹁
戦
国
武
将
の
経
営
学
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
︒

　

現
在
︑中
部
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
寺

岡
洋
一
会
長
）
を
中
心
に
︑
大
会

開
催
に
向
け
て
準
備
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
︒

　

会
場
と
な
る
名
古
屋
東
急
ホ
テ

ル
は
︑
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
東
山

線
・
名
城
線
﹁
栄
駅
﹂
12
番
出
口

か
ら
徒
歩
約
５
分
（
ア
ク
セ
ス
マ
ッ

プ
別
掲
）︒会
費（
会
議
・
懇
親
会
）

は
一
人
に
つ
き
３
万
２
０
０
０
円
︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
︑所
属
す
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

12

アクセスマップ

3階「ヴェルサイユ」 4階「雅の間」

全国トラック運送事業者大会全国トラック運送事業者大会第
26
回

10月
14日

㈭㈭

愛
知
県
名
古
屋
市

愛
知
県
名
古
屋
市  

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催一、新型コロナウイルス感染症対策等の推進を図ろう

一、�改正貨物自動車運送事業法の周知徹底及び「標準的な
運賃」の浸透等による適正な運賃・料金の収受を推進し
よう

一、�交通及び労災事故の防止及び新技術を活用した物流の
効率化並びに環境・省エネ対策を積極的に推進しよう

一、�「働き方改革」の実現及び人材確保対策を積極的に推進
しよう

一、�高速道路通行料金の割引の拡充及び重要物流道路等
広域道路ネットワークの整備など使いやすい道路を実現
しよう

一、自動車関係諸税の簡素化・軽減を実現しよう
一、適正化事業等の推進による法令遵守を徹底しよう
一、�大規模自然災害発生時における緊急輸送体制を確立し

よう

第26回全国トラック運送事業者大会　2021（令和3）年スローガン


